
バイオの散歩道

　水田からの温室効果ガス発生を抑制する為の科研費を獲
得して、北海道、神奈川、九州、タイ王国の水田からどの程度
の温室効果ガスが発生しているのかを把握する研究を2006
年から始めた。発生量抑制に向けた管理法の提案が最終
的な目的であったが、そもそもモンスーンアジアの冷温帯から
熱帯に広く分布する水田では、温室効果ガスの発生量は変
化するのだろうかという疑問に答える為の研究でもあった。
　農学科の今井勝教授にJICAの専門家を紹介してもらい、
この専門家にタイ王国科学技術庁国立遺伝子工学・バイオ
テクノロジーセンターとカセサート大学が共同で設立したイネ
科学センター（写真１）の研究者のメールアドレスを教えていた
だいた。直ぐにメールを出して、研究者と面会の約束をした。
　イネ科学センターでは、分子遺伝学を使ってイネの品種改
良を行っており、我々の環境関連の研究とは全く分野が異
なった。ところが、タイ王国水田における温室効果ガスの発生
抑制に寄与できるような新品種イネを開発したいということで、
あっさり共同研究の了解が得られた。それ以来、イネ科学セン
サーには圃場と測定機器の管理・保守・点検、空港から大学
までの送迎にいたるまで、長きに渡って共同研究を支えても
らっている。
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　ヤナギマツタケはその名前からも魅力的なキノコと感じる人が多いであろう。春と秋にヤ
ナギやモミジの切り株や生きた木の根元に株状になって発生する。量的に採れることはあま
りないが、街路樹等街中で採れる。このキノコはマツタケや他のマツタケと名のつくキノコと
は種が大きくかけ離れている。菌根菌ではなく木材不朽菌であるので、人工栽培法は確立さ
れていると聞くが店頭で見たことはない。毒キノコが多く含まれるテングタケ科のキノコに
特徴的なはっきりとしたツバがあることや、傘が開いた時点でヒダが褐色になっているので今
一つおいしそうには見えないが、身近なところでも発生しているので、見つけたらぜひ食べて
みてもらいたい。実際に手に取ってみると、栽培キノコでは感じることができない、独特なしっ
とりとした傘の感触に食指が動くはずだ。
　ヤナギマツタケにはマツタケの香りは全くない。多くのキノコは生の状態ではキノコらし
い香りはあまりしないが、このキノコは強いキノコ臭がする。では、なぜ「マツタケ」という名
称がついているのか疑問に思うであろう。これは食べればすぐにわかる。傘の食感は異なる
が、柄の歯切れ感が良くマツタケそっくりである。炒め物にして食べるとおいしい。
　生田キャンパス内で確認できている発生個所はたった一か所だが、毎年必ず発生してい
る。今年の株は小さく写真にあるように2本しかなかった。昨年も、今年もキノコ類はあまり
発生状況が良くなかった。来年に期待しよう。
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編集後記
『バイオの散歩道』創刊号から関わってきた委員の最後の一人となっておりましたが、このたび第１０号という節目でようやく「卒業」する
ことになりました。初代委員長の小田切委員長の時には表紙の体裁から色づかい、ページ数まで、毎回議論してつくり上げていましたが、
今はすっかりフォーマットも固まって、内容の充実に注力できる環境になったように思います。末長くみなさまに愛される学部広報誌となる
ことを祈っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　  （編集委員　菅野博貢）

　この共同研究が縁で、2011年度には明治大学農学部とカ
セサート大学カンペンセン校農学部との学部間交流協定が
締結され、また2012年度には明治大学大学院農学研究科と
タイ王国国立遺伝子工学・バイオテクノロジーセンターとの研
究交流協定が締結されることになった。
　共同研究を始めた2007年当時は、写真１のイネ科学セン
ター建物の右側一階部分に本田技研工業の研究所が入居
していて、日本人研究者が常駐してイネの研究をしていた。更
に、キャンパス内に実験圃場と研究施設を保有していた。本
田技研工業の撤退に伴って、これらの圃場と施設は、現在、
イネ科学センターが使っている。
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写真1：カセサート大学カンペンセン校キャンパス内のイネ科学センター




